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「知の市場」は、誰もが自由に行き交う自然道と

似ている。人々の営みは教育そのものであり学校

教育はそのささやかな一部である。現実から遊離

した教育論議は空虚である。それぞれの社会の現

場の知恵を講師として語り、受講者として聞き、

互いに学び合うことこそ世界に通じる教育の原点

であり本道である。 

知の市場は、誰でもが自由に活用することがで

きる真の教育のための社会基盤(インフラ)である。 
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知の市場シリーズ 

【編著者紹介】総合社会教育研究会（そうごうしゃかいきょういくけんきゅうかい ） 

何人も、貧困など自らの責に帰さない理由で、学ぶ機会を奪われ教える場を閉ざされてはならない。その思い

を胸に、男女を問わず 16 歳から 90 歳まで、企業や官庁の経験者から消費者運動や市民運動の参画者まで、

そして、弁護士や教員から労働者や学生院生まで、社会の広範にして多彩な人々が、何千何万人と知の市場に

結集し、ボランティア活動を基本とする社会教育の基盤（インフラ）のために協働している。 

社会の現場を人を創る教育の現場に 
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